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前週終値 1月5日 1月6日 1月7日 1月8日 1月9日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 17,501.65 17,371.64 17,584.52 17,907.87 17,737.37
騰落幅 -331.34 -130.01 +212.88 +323.35 -170.50

S&P500 2,020.58 2,002.61 2,025.90 2,062.14 2,044.81
騰落幅 -37.62 -17.97 +23.29 +36.24 -17.33

ナスダック総合指数 4,652.57 4,592.74 4,650.47 4,736.19 4,704.07
騰落幅 -74.24 -59.83 +57.73 +85.72 -32.12

-0.54%

-0.65%

-0.48%

17,832.99

2,058.20 -13.39

-95.62

-22.744,726.81

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 15.7 3.1 2.3%

S&P500 16.6 2.8 2.1%

ナスダック総合指数 20.7 3.3 1.1%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2015年1月9日時点）

 先週の米国株式市場－ギリシャ問題や原油安を受け小幅に下落－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国株式市場でダウ平均は週間で

95ドルの下落となりました。ハイテク株比

率の高いナスダック総合指数も小幅に下落

しています。 

ギリシャのユーロ離脱懸念や原油安の継

続を受け米国株は週初から大きく下落して

始まると、週の半ばには反発する場面も見ら

れましたが、金曜日に再び大きく下落したこ

とで結局週間では小幅な下落となりました。 

 

 

 

  

 

 

米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と騰落レシオの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

 

 

 

 

 

＜上昇＞ 

ダウ平均採用の30銘柄中14銘柄が上昇しました。製薬会社のメルク（MRK）は1月末から行

なわれるエボラ出血熱向けワクチンの臨床試験でメルクが共同開発したワクチンが利用されるこ

とが明らかとなり、期待が高まりました。同じく製薬のファイザー（PFE）も堅調でした。また、

年末商戦が好調に推移したとみられることからウォルマート（WMT）、ホーム・デポ（HD）な

どの小売各社も堅調な値動きとなりました。 

＜下落＞ 

JPモルガン（JPM）、ゴールドマン・サックス（GS）の金融2社が冴えませんでした。 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン
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ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

MRK メルク 9.4

PFE ファイザー 4.2

WMT ウォルマート・ストアーズ 4.0

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2.9

KO ザ コカ･コーラカンパニー 2.1

HD ﾎｰﾑ･ﾃﾞﾎﾟ 1.4

BA ボーイング 1.2

INTC インテル 1.1

NKE ナイキ 1.0

MSFT マイクロソフト 0.9

（出所）マネックス証券作成

値上がり率ランキング（1/5-1/9）

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

JPM JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ -5.0

CAT キャタピラー -4.6

GE ゼネラル･エレクトリック -4.1

CVX ｼｪﾌﾞﾛﾝ -3.9

GS ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -3.6

AXP アメリカン･エキスプレス -2.8

IBM IBM -1.8

V Visa -1.7

MMM 3Ｍ -1.5

T AT&T -1.4

（出所）マネックス証券作成

値下がり率ランキング（1/5-1/9）
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非農業部門雇用者数（前月差） 12月 +25.2 万人 市場予想 +24万人  前月 +35.3 万人（上方修正） 

失業率 12月 5.6％ 市場予想 5.7％ 前月 5.8％ 

 

今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

1月 14日 12月 小売売上高（前月比） 市場予想 +0.1％ 前月 +0.7％ 

14日に12月の小売売上高が発表されま

す。個人消費動向を表す指標としてGDPの

推計にも使われる元々注目度の非常に高い本

指標ですが、12月分は年末商戦の結果を示

すことから一層注目度が高くなっています。 

市場予想では前月比＋0.1％の増加が予想

されています。 

9日に発表された米国雇用統計で非農業部門

雇用者数は前月差25.2万人増と市場予想を上

回る堅調な増加を見せました。前月は32.1 万

人→35.3万人に上方修正されています。また、

失業率は前月の5.8％から5.6％に0.2ポイン

ト低下し、こちらも市場予想を上回る改善を見

せました。前述の両指標は堅調な内容となりま

したが、平均時給が前月から低下するなど、労

働需給の引き締まりが賃金上昇に結びつきき

らない現状が明らかとなりました。 （出所)マネックス証券作成

非農業部門雇用者数と失業率
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小売売上高（自動車・ガソリン除く）
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先週のマーケットビューでは、大幅悪化となった ISM製造業指数を受け、非製造業指数に注目と

記しましたが、非製造業指数も前月から3ポイントを超える大幅悪化となりました。製造業・非製造

業とも前月から3ポイント以上同時に悪化したのはリーマンショック発生後の2008年 10月以来

となり、急激な企業景況感悪化が懸念されます。大幅悪化の原因は原油安とともに、米国西海岸での

労使交渉の難航によるストライキの影響が指摘されています。 

また、今週から企業の決算発表シーズンが幕開けとなります。トムソン・ロイターの9日時点のま

とめによればS&P500採用銘柄の10－12月期の1株利益は前年同期比4.0％の増加が見込まれ

ています。原油価格やギリシャ問題に加えて、企業の決算動向が今後のマーケットのポイントとなっ

てきそうです。今週の主要銘柄の決算カレンダーを次のページに掲載いたしましたのでご参考くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 

マーケットビュー－10－12月の企業の決算発表に注目－ 
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米国主要企業の決算発表スケジュール（1月 14日－16日） 

 

※決算発表の予定は変更となる場合があります。黄色は市場注目度が高いと考えられる企業 

※時間は日本時間 取引開始前・取引終了後は米国の立会取引を指す。 

銘柄名（ティッカーシンボル） 発表予定日 発表予定時間 決算期
JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ（JPM） 2015/1/14 21:00 Q4 2014
ウェルズ・ファーゴ（WFC） 2015/1/14 22:00 Q4 2014
ｾﾐLEDs（LEDS） 2015/1/14 取引終了後 Q1 2015
ﾃｲﾗｰ･ﾃﾞﾊﾞｲｾｽﾞ（TAYD） 2015/1/14 現時点で不明 Q2 2015
ﾋﾞﾃﾞｵ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ（VIDE） 2015/1/14 現時点で不明 Q3 2015
ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽｿﾌﾄｳｪｱ（PRGS） 2015/1/14 06:30 Q4 2014
ﾏｼﾞｪｽｺ･ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ（COOL） 2015/1/14 現時点で不明 Q4 2014
ﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾞ（LPHI） 2015/1/14 現時点で不明 Q3 2015
ﾜｼﾝﾄﾝ･ﾌｪﾃﾞﾗﾙ（WAFD） 2015/1/14 現時点で不明 Q1 2015
AEPｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ（AEPI） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
MBﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ（MBFI） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
ＰＰＧインダストリーズ（PPG） 2015/1/15 22:11 Q4 2014
ｲﾝｽﾃｨｰﾙ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ（IIIN） 2015/1/15 20:30 Q1 2015
インテル（INTC） 2015/1/15 取引終了後 Q4 2014
ｳｨﾝﾄﾗｽﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ（WTFC） 2015/1/15 取引終了後 Q4 2014
ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（EDUC） 2015/1/15 現時点で不明 Q3 2015
コマース・バンクシェアーズ（CBSH） 2015/1/15 21:00 Q4 2014
ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾄﾗｽﾄ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（CTBI） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
シティグループ（C） 2015/1/15 22:00 Q4 2014
シュルンベルジェ（SLB） 2015/1/15 取引終了後 Q4 2014
バンク・オブ・アメリカ（BAC） 2015/1/15 21:00 Q4 2014
ﾊﾞﾝｸ･ﾐｭｰﾁｭｱﾙ（BKMU） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
ﾌｧｽﾅﾙ（FAST） 2015/1/15 21:00 Q4 2014
ﾌｧｽﾅﾙ（FAST） 2015/1/15 21:00 Q4 2014
ブラックロック（BLK） 2015/1/15 取引開始前 Q4 2014
ﾎｰﾑ･ﾊﾞﾝｸｼｪｱｰｽﾞ（HOMB） 2015/1/15 23:15 Q4 2014
ﾎﾞｽﾄﾝ･ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾎｰﾙﾃ（BPFH） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
ユニオン･バンクシェアズ（UNB） 2015/1/15 現時点で不明 Q4 2014
レナー（LEN） 2015/1/15 20:00 Q4 2014
Ｍ＆Ｔ バンク（MTB） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
PNCﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｼｰｽﾞ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ（PNC） 2015/1/16 取引開始前 Q4 2014
RFｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ（RFIL） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
Stonegate Bank（SGBK） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ｲﾝﾀｰﾍﾞｽﾄ･ﾊﾞﾝｸｼｪｱｰｽﾞ（IBCA） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ｳｴｽﾄｱﾒﾘｶ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（WABC） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
エイムズ･ナショナル（ATLO） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
カロライナ･トラスト･バンク（CART） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ（GS） 2015/1/16 21:30 Q4 2014
ｺﾄﾞﾗｽ･ﾊﾞﾚｰ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（CVLY） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
コメリカ（CMA） 2015/1/16 20:40 Q4 2014
ｻｳｽｺｰｽﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ（SOCB） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
サントラスト・バンクス（STI） 2015/1/16 20:00 Q4 2014
シチズンズ･ホールディング（CZFC） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
チャールズシュワブ（SCHW） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾊﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（HBMD） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾊﾞﾝｸ･ｵﾌﾞ･ｹﾝﾀｯｷｰ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ（BKYF） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾊﾞﾝｸ･ｵﾌﾞ･ｼﾞ･ｵｻﾞｰｸｽ（OZRK） 2015/1/16 07:00 Q4 2014
ﾊﾞﾝｸﾌｧｰｽﾄ（BANF） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾋﾟｰﾌﾟﾙｽﾞ･ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ（PBCT） 2015/1/16 06:00 Q4 2014
ﾋﾝｶﾞﾑ･ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰｼｮﾝﾌｫｰｾｲﾋﾞﾝｸﾞｽ（HIFS） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
プライベートバンコープ（PVTB） 2015/1/16 21:30 Q4 2014
ﾌﾞﾘｯｼﾞﾌｫｰﾄﾞ･ﾌｰｽﾞ（BRID） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾘﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（RBCAA） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014
ﾘﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ﾌｧｰｽﾄ･ﾊﾞﾝｺｰﾌﾟ（FRBK） 2015/1/16 現時点で不明 Q4 2014



 
 

 

– 6 – 
Copyright (C) 2015 Monex, Inc. All rights reserved. 

MARKET PICK UP 米国株 

 

 

 

・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものでは

ございません。  

・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、

勧誘するものではございません。  

・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  

・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。  

 

・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございませ

ん。  

・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  

・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なしに転

用・複製・配布することはできません。  

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 165 号  

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、 

一般社団法人 日本投資顧問業協会 

協会 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価

を契約先証券会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではあり

ません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約先

証券会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券と本

レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 


